
功績・栄光をたたえます

問
教
育
総
務
課
☎
21
‐
１
５
０
０

高
梁
市
長
表
彰

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に

精
励
し
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
努
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
個
人
を

表
彰
す
る
「
高
梁
市
長
表
彰
」
の
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

堀堀
ほりほり

博博
ひろひろ

志志
しし
さんさん

（落合町阿部）（落合町阿部）
湯湯
ゆゆ

浅浅
あさあさ

美美
みみ

登登
どど

里里
りり
さんさん

（有漢町上有漢）（有漢町上有漢）

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
６
６

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

第
１
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
Ｕ
15
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
10
月
・

東
京
都
）（
第
３
位
）

橋橋
はしはし

本本
もともと

真真
まま

央央
おお
さんさん

（高梁中学校３年）（高梁中学校３年）

第
23
回
全
日
本
中
学
生
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会（
８
月
・
大
阪
府
）岡岡

おかおか
本本
もともと

蒼蒼
そうそう

悟悟
ごご
さんさん

（有漢中学校３年）（有漢中学校３年）

山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

　
地
域
社
会
福
祉
、
保
健
環
境
衛
生
な

ど
の
厚
生
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
む
個
人
を
顕
彰
す
る
「
山
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
」
の
受
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
６
５

第
53
回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会（
８
月
・
香
川
県
）太太

おおおお
田田
たた

優優
ゆうゆう

希希
きき
さんさん

（就実中学校１年）（就実中学校１年）

中中
なかなか

山山
やまやま

惇惇
じゅんじゅん

之之
のの

丞丞
すけすけ
さんさん

（高梁城南高校３年）（高梁城南高校３年）

松松
まつまつ

下下
したした

勇勇
いさむいさむ
さんさん

（落合町福地）（落合町福地）
大大
おおおお

瀧瀧
たきたき

正正
まさまさ

志志
しし
さんさん

（落合町阿部）（落合町阿部）
道道
どうどう

前前
ぜんぜん

稔稔
みのるみのる
さんさん

（落合町阿部）（落合町阿部）

後後
うしろうちひさおうしろうちひさお

内久雄内久雄さんさん
（備中町東油野）（備中町東油野）

村村
むらむら

上上
かみかみ

鉄鉄
てつてつ

治治
はるはる
さんさん

（備中町西油野）（備中町西油野）

島島
しましま

田田
だだ

暖暖
ひなひな

太太
たた
さんさん

（有漢中学校３年）（有漢中学校３年）
藤藤
ふじふじ

野野
のの

新新
あらあら

汰汰
たた
さんさん

（高梁北中学校２年）（高梁北中学校２年）

第
61
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

個
人
選
手
権
大
会（
９
月
・
東
京
都
）

鮎鮎
あゆあゆ

川川
かわかわ

千千
ちち

穂穂
ほほ
さんさん

（吉備国際大学１年）（吉備国際大学１年）

小
河
原
障
害
福
祉
顕
彰

　
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の

分
野
で
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・

団
体
を
顕
彰
す
る
「
小
河
原
障
害
福
祉

顕
彰
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

物物
も の べ こ う じ ろ うも の べ こ う じ ろ う

部紘二郎部紘二郎さんさん
（備中町平川）（備中町平川）

消
防
署
だ
よ
り

10
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
２
件（
前
月
か
ら
１
件
増
）

救
急　
１
６
２
件（
前
月
と
同
じ
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
、
高
梁
市
消
防
団

の
消
防
用
ホ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
回
整
備
し
た
消
防
用
ホ
ー
ス
は
火

災
や
放
水
訓
練
で
利
用
す
る
な
ど
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
活
用
し
ま

す
。

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
21
‐
０
１
２
２

宝
く
じ
助
成
事
業
で
消
防
用

宝
く
じ
助
成
事
業
で
消
防
用

ホ
ー
ス
を
整
備

ホ
ー
ス
を
整
備

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。

　
「
た
き
火
や
枯
草
焼
き
な
ど
は
風
の

強
い
日
に
行
わ
な
い
」「
水
を
入
れ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る
」「
完
全
に
消
火
す
る

ま
で
そ
の
場
所
を
離
れ
な
い
」
な
ど
を

心
掛
け
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①寝たばこは①寝たばこは
絶対にしない絶対にしない

②ストーブの周りに燃え②ストーブの周りに燃え
やすいものを置かないやすいものを置かない

④コンセントは小まめ④コンセントは小まめ
に清掃し、不必要なプに清掃し、不必要なプ
ラグは抜くラグは抜く

③コンロを使用する③コンロを使用する
ときは離れないときは離れない

火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
習
慣

２
０
２
３
年
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

兼
第
34
回
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ル
射

撃
技
選
手
権
大
会（
９
月
・
埼
玉
県
）（
優
勝
）

／
特
別
国
民
体
育
大
会
２
０
２
３
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技（
10
月
・
鹿
児
島
県
）（
準
優
勝
）

　

寺
山
城
跡
の
調
査
お
よ
び
保
存
活
動

に
取
り
組
み
、
史
跡
指
定
に
尽
力
す
る

な
ど
、
文
化
遺
産
の
継
承
と
地
域
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。

藤藤
ふじふじ

井井
いい

洋洋
ようよう

治治
じじ
さんさん

（川面町）（川面町）

高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰

吉吉
よしよし

井井
いい

寛寛
ひろしひろし
さんさん

（旭町）（旭町）

　

長
き
に
わ
た
り
陸
上
競
技
に
た
ず
さ

わ
り
、
優
れ
た
能
力
で
後
進
を
育
成

し
、
ま
た
、
高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
役

員
と
し
て
高
梁
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

問
教
育
総
務
課
☎
21
‐
１
５
０
０

高梁市の市外局番は「0866」です 8Ｒ5 (2023) 11 月9 Ｒ5 (2023) 11 月

俳
句
俳
句  　
　
　
　

雲雲う
ん
う
ん

海海か
い
か
い

にに  

浮浮う
か
う
か

ぶぶ
城城し
ろ
し
ろ

に
は
に
は  

猫猫ね
こ
ね
こ

城城じ
ょ
う

じ
ょ
う

士士しし　
　
　
　

清清しし

水水み
ず
み
ず

綾綾あ
や
あ
や

子子ここ

さ
ん（
備
中
町
東
油
野
）

さ
ん（
備
中
町
東
油
野
）

短
歌
短
歌  　
　
　
　

繕
は
ぬ

繕
は
ぬ  

心
の
ま
ま
に

心
の
ま
ま
に  

詠
み
出
づ
る

詠
み
出
づ
る  

歌
は
命
の

歌
は
命
の  

調
べ
な
る
か
な

調
べ
な
る
か
な　
　
　
　

桝桝ま
す
ま
す

上上が
み
が
み

秀秀ひ
で
ひ
で

雄雄おお

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

さ
ん（
備
中
町
西
山
）


